
野菜
朝食

１０％ ２６％ ５５％ １０％
７％ １２％ ２５％ ５７％

コミュニケーションの手引き
生活習慣改善をうながすために

WHO  →ターゲットをしぼる
WHAT→メッセージをしぼる
HOW  →印象にのこる方法でつたえる

５つのテーマ 〈食生活 〉 １ 野菜不足の解消 ２ 朝食習慣
〈運 動〉 ３ 運動の習慣づけ ４ 歩く
〈禁 煙〉 ５ 禁煙

生活習慣改善のための行動変容・各ステージ

「だれに、なにを」を
しぼる
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野菜不足を解消するためのメッセージ・サンプル

SAMPLE 01 SAMPLE 02
地元の野菜にたとえて。
20～30代女性

具体的な量をみせる。
40～50代全般
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朝食習慣をつけるためのメッセージ・サンプル

SAMPLE 03

SAMPLE 04

手軽に食べられるヒントを。
20～50代全般

準備が不要な食べ物や携行しやすいも
のを。
20～50代全般 25



運動習慣をつけるためのメッセージ・サンプル

SAMPLE 05

SAMPLE 06

無理なくできる運動を具体的に数字で表現。 40
～50代全般

具体的な運動の時間を提示。
20～30代女性
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特に糖尿病について



7

生活習慣病と医療費

生活習慣病は、国民医療費の約３割を占める

医療費（平成１７年度）
生活習慣病 ・・・ １０．７兆円

その他
22.4兆円

高血圧性疾患

3.0兆円

悪性新生物

2.9兆円

虚血性心疾患

0.8兆円

脳血管疾患

2.1兆円

糖尿病（糖尿病の
合併症を含む）

2.0兆円国民医療費 33.1兆円

（注）国民医療費（平成17年度）、わが国の慢性透析療法の現況（2005年12月31日）等により作成

生活習慣病と医療費



8

生活習慣病は、死亡数割合では約６割を占める

悪性新生物
30%

心疾患
16%

脳血管疾患
11%

糖尿病
1.3%

高血圧疾患
0.5%

その他

41%

死因別死亡割合（平成２０年）

生活習慣病・・・５９％

平成２０年人口動態統計

生活習慣病と死亡数割合



総患者数
（千人）

-H20年患者調査-

推計患者数
（千人）

-H20年患者調査-

受療率
（人口10万人対）
-H20年患者調査-

医療費（H17）
（億円）薬剤等含む
-H17年国民医療費-

糖尿病 2,371 214.2 168 11,165

高血圧 7,967 610.1 478 18,922

悪性新生物 1,518 297.8 233 25,748
心疾患

（高血圧性を除く） 1,542 188.5 148 6,635

脳血管疾患 1,339 319.3 250 17,953

総患者数：調査日において継続的に医療を受けている者の数 推計患者数：調査日当日において病院等で受診した患者の推計数

慢性疾患（生活習慣病）の医療費
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人との合計

男性 女性
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▼「糖尿病が強く疑われる人」、「糖尿病の可能性を否定できない人」の判定▼（糖尿病実態調査(H9,H14）と同様の基準）
①「糖尿病が強く疑われる人」とは、ヘモグロビンA1cの値が6.1%以上、または、質問票で「現在糖尿病の治療を受けている」と答えた人である。
②「糖尿病の可能性を否定できない人」とは、ヘモグロビンA1cの値が5.6%以上、6.1%未満で、①以外の人である。

糖尿病が強く疑われる人
可能性が否定できない人

(万人)

糖尿病の状況糖尿病の状況

平成20年国民健康・栄養調査
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糖尿病が強く疑われる者における治療状況（２０歳以上）


